
「教育・保育」の量の見込みに対する確保方策（修正案）新旧対照表

新 旧

１．『教育』に関する区域ごとの「量の見込み」と「確保方策」

１）区域Ａ

②各年度の量の見込みと確保方策

※元年度は令和元年５月１日現在の定員数

※幼児教育・保育の無償化等の影響により、３歳児の提供体制が不足する場合は、既存施設で

の定員増や公立幼稚園での３歳児の受入れを検討します。

※「確保する定員数」については、定員増に向けた取組の中で、現時点において見込んでいる

内容を記載しており、今後の実績に応じて修正します。
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